
-52-　　　　　Mah豆bh申yaadPl. 3. 1研究(1) (小川)

Mah豆bh云syaadP 1. 3. 1`研究(1)

小　川　英　世

バーニニは, P 1. 3. 1 bh丘V云dayo dh云tavahおよびP 3. 1. 32 san云dyant云

dh云tavahの両規則でくd臨tu)という術語(sa血j丘豆)が適用される項目を特定

している.パーここ文法にとって基体(prakrti)と接辞(pratyaya)の区分が

その派生組織の基本にあり,くpr云tipadika)が基体としての名詞語幹に適用さ

れる術語であるのに対して,くdh云tu)は基体としての動詞語根に適用される術

語である.パーここは動詞語根として非派生的なものと派生的なものとを用意

している. Pl. 3. 1は動詞語根リスト(dh云tupatha)中に列挙された非派生的

項目に対して, P3. 1.32はP3. 1.5-31に言及されたsaN等の接辞で終わる

派生的項目に対してそれぞれ術語くdh云tu)を付与している.そしてこれらの

規則は,派生組織の観点から言えば, dhえtuを文法操作の被規定項として指定

している規則P3. 1. 22, P3. 1. 91 1dh云tohl (「dhえtuの後に」)によっ

て個々の文法操作にリンクされる.すなわち,それによって定動詞形および第

一次派生形(krdanta)の派生が説明される.

バタンジャリがPl.3. 1に対する注解を述べるなかで最も強く関心を寄せ

ているのは, dh云tu (厳密には非派生的動詞語根)が表示する意味とは何か,'

という意味論的な問題である.彼は,そこで≪kriy云≫≪bh云va≫ (「ハタラキ」)

といった言葉を用いて, dh云tuの表示対象を記述している.パーニニ文法学派

の意味論の核心はこのdhatuの意味論にあり,この観点から, Mah豆bh云亨ya ad

P 1. 3. 1の全貌を呈示することは同派の意味論の根底的な理解のために不可

欠の作業である.

本研究は, Mah云bh申yaとそれに対するカイヤタの注釈Pradlpaの和訳,お

よび同和訳に対する筆者自身のノートとからなる.筆者は,ノートにおいて
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Mah云bh和yaおよびPradlpaの議論を能う′限り詳細に説明することを心がけ

た.なぜなら,文法学の文献は,その性格上専門的な知識を前提とするからで

あり,さらにひとつでも問題点をスキップすれば,それはMah云bh串yaの議論

の驚嘆すべき精微さをともなう論理性を冒涜することになるからである.

なお,翻訳にあたってはVedavrata本を底本とした.

MbhadPl.3.1シノプシス

1.くbh丘Vえdi)解釈I : ≪bh丘+v+adi≫

1. 1./v/の目的.

1. 1. 1. /v/の非文法性の指摘.

1. 1. 2. /V/の正当化と目的の提示-/V/-オ「グメント(agama),吉祥暗示.

[云V. ab]

1. 2.く云di)言及の目的-dh云tupatha示唆.

1. 3. dh云tusa血j丘豆の適用はく読み山f> (patha)に基づくという場合の誤謬・

1. 3. 1.同形項目の禁止.sam云nasabdaprati亨edha). [vt.1]

1. 3. 1. 1. krt接辞tavyaT等の生起・

1.3.1.2. 「y坤pasya　-くy云)に対するP6.4.140の適用・

1. 3. 1. 3. nipataくV云)に関するpratipadikasa血j丘豆の禁止.

1.3.1.4.くtrasnu)に対するP6.4.77の通用. -

1. 3. 1. 5. pratipadikaくdiv)に関するpratipadikasa血j丘豆の禁止.

1. 3. 2.音連鎖範囲の言及(parim申agrahana)の必要性. [vt. 2]

1. 4. dh云tuの定義化(laksana)による1. 3.の誤謬の回避.

1. 4. 1.定義I :ト≪kriy云≫を表示するものがdhえtuである」 (kriy云vacano

dh云tuh)

1. 4. 1. 1. <kriy云>とは何か.

1. 4. 1. 2.くkriya>　と同義語の提示.

1. 4. 1. 3. <kriy云>は推理対象,anum云nagamya)であり知覚対象ではない

(atyantaparidr至ta).
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1. 4. 1. 4. 、巧正と/kr :意味間の同一基体性(S五m云n云dhikaranya).

1. 4. 1. 5.複合体<dh云tu+pratyaya≫・^upasarga+dh云tu+pratyaya>-に関

するdh云tusatnj丘豆の禁止. :定義I通過充(ativyapti). [vts.3-4]

1.4. 1.6.√瓦√両,√石己:定義I不遇充(avyapti). [vt. 5]

1. 4. 1. 7. dh丘tuに関する<kriy云≫表示性(kriy云V丘citva)の確立.

1.4. 1. 7. 1. dhatuの代入(云vapodh云ra)の提示. [vt.6A]

1. 4. 1. 7. 2. pratyayaの代入の提示. [vt.6B],

1. 4. 1. 7. 3. anvayaとvyatirekaに基づくdh云tuとpratyayaに対する意味配

当. [vt.6C

1. 4. 1. 7. 4. upasarga : <kriy云≫の限定要素(kriy云viSe亨aka). [vt.7]

1. 4. 2.ノ石,ノ両, √詔'. dhatusarhj丘云不適用の回避.

定義Ⅱ : 「≪bh云va>を表示するものがdh云tuである」 (bhえvavacano

dh豆t叫)

1. 4. 2. 1. ～/両とノ両:意味間の同一基体性.

1. 4. 2. 2.≪bh云va≫とは何か.

1. 4. 2. 2. 1.くbh云va>-bh云vas云dhana ' I bhavanarh bh云va叫「存在性」

1. 4. 2. 2. 1. 1. √砺詔, √瓦詔: dh豆tusa血j丘豆の不適用.

1.4. 2. 2. 1. 2.価と√盲扇:意味間の同一基体性提示上の問題指摘・

1.4. 2. 2. 2.くbh云va) -kartrs云dhana : bhavatlti bh豆vab I 「存在者」

1. 4. 2. 2. 2. 1. pratipadikaに対するdh云tusa血jmi帰謬.

1. 4. 2. 2. 3.くbh云va>-karmas豆dhana '. i bhavyate yah sa bh云V坤l 「存在

せしめられるもの」

1. 4. 2. 2. 3. 1.相関詞(sarfabandhisabda)に対するdh云tusa血j五五帰謬.

1. 4. 2. 2. 4. pratipadikaに対するdhえtusamj五五帰謬のく読みアtf>依存に

よる回避.くbh豆va) -kartrs云dhanaの選汎

2.くbh丘vadi)解釈Ⅲ : ≪bh丘+Vえdi≫　bhuva血vadantlti bh丘V云day坤I

bh丘-bh豆va-janman 「生起」 :く読み上げ)不依存・

2. 1. dh云tu定義Ⅱにおける誤謬.
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2. 1. 1. <bh云va≫を表示するpratyayaに関するdh云tusa血j丘云禁止. [vt.8]

2. 1. 2. pratyayaの生起と≪bh云va>表示性(bh豆vavacanatva)相互依存・

【vt.9]

2. 1. 3.相互依存の回避. [vt.lO]

2. 1. 4. <bhえva≫を表示するpratyayaに対するdh釦usa血j五五帰謬の回避・

[vt.11]

3. √蒜, ～/屈,I-a:定義l不遍充の回避.

3. 1. kriy丘の定義提示: 「k云rakaのくぼたらき)の差異性がkriy豆である」

(kえrak云申血pravrttiviSe至a中kriy云)

3. 2. Nirukta引証

3.3.時間(k云la)とkriy豆の関胤

3.4. ki血karoti lasti　の正当化.

4.dh云tu定義I, ⅢのPI.3.1による直接提示.

4. 1.くbh丘vadi)解釈II : <bh丘+adi+v豆+adi≫

4. 1. 1.くadi)の二義-vyavasth丘, prak云ra.

4. 1. 2.くbh丘vadi)解釈n-a (定義Iによる　くbhuvadi)解釈)

4. 1. 3.くbh丘vadi)解釈n-b (定義Iによるくbh丘vadi)解釈)

5. dhatusamj五五通用におけるく読み山か依存の必然性・

5.1.く読み上げ)の目的.

5. 1. 1. pratipadikaと転化形(apabhra血ga)の排除. [vt. 12]

5. 1.2.アクセント(svara)と指標辞(anubandha)の教示. 【vt. 13]

5.2.く読み上げ)の目的の不必然性.

参考文献
Rosane Rocher: The Concept of VerbaトRoot in Indian Grammar (A Propos of P叫ini

1. 3. 1). Foundation of Language 5 (1969) 73-82・

K. A. Subrahmania Iyer: The Conception of Action among the Vaiyakaranas.

Journal of the Gang豆n云tha Jha Research Institute 8 (1950-51) 165-88.
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略罷表

BM: Vasudeva Diksita's Balamanoram豆・ SKを見よ・

Kiiika I: V五mana and Jayaditya's K誠k云-vrtti. (a) Ed. by Aryendra Sharma and

Khanderao Deshpande. 2 vols. Hyderabad, 1969-1970. (b) Ed. with Jinendrabuddhfs

K云iik云-vivarana-pa丘jik云(Ny豆sa) and Haradatta's Padama丘jari by. D. D. Shastn and

K. P. Shukla. 6 vols. Varanasi, 1965-1967.

KSflka D: VbhSを見よ.

Mbh: Patanjali's Vy云karana-mah云bh申ya. (a) Ed. by F. Kielhom, rev. by K. V.

Abhyankar. 3 vols. Poona, 1962, 1965, 1972, (b) Ed. with the Pradlpa and Uddyota

by Vedavrata. 5 vols. Gurukul Jhajjar, 1962-1963.

Ny五盟: Jinendrabuddhi's Ny云sa. K誠k豆(b)を見よ・

Pradlpa: Kaiyata's Pradlpa. Mbh (b)を見よ・

Ratnaprakぬ: Sivar五mendra Sarasvatl's Ratnaprak云ga. Mah豆bhasya Pradlpa Vyakh-

yin云ni IV, ed二by M. S. Narasimhacharya, Pondichery, 1977所収・

SK: Bhattoji's Siddhanta-kaumudl. Ed. with the B云Iamanoram云and the Tattvabodhini

by Giridhar SarmえCaturveda and P. A. Sarm豆. 4 vols. Varanasi, 1958-1961.

uddyota: N邑geSa's Uddyota. Mbh (b)を見よI

Uddyotana: Annambhatta's Uddyotana. Mahabh云きya Pradlpa Vy云khy豆nえni lV所収・

VbhS: Kaundabhatta's Vaiy豆karana-bh屯sana-s云ra. Ed. with Harivallabha's Darpana

and Harir云ma Kala's K誠k五by Gurupras五da S豆stri. Varanasi, 1934.

Vp: Bhartrhari's Vakyapadlya. Ed. by Wilhelm Rau. (Abhandlung f也r die Kunde des

Morgenlandes, Bd. 42, 4) Wiesbaden, 1977.

J3i!

P 1. 3. 1 bhuv互dayo dhitavah//

「【dhatupatha中にリストアップされている]くbhQ)をはじめとする

話項目はくdhatu)という術詩で呼ばれる」

1.1.

1. 1. 1. 【BH京SYA]

[間]なぜ,ここ[くbh丘vadi)中]に[/u/に後続して] /V/昔があるのか・

[昔連鎖くbh丘-adi)に関して,]先ず連接(sa血hitえ)による提示(nirdega)

をなすとすれば　bhv云dayah| (くbhvadi))となるべきである・

またもし非連接　asa血hit丘)による[提示をなすとすれば], I bh丘adayahl
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(くbha云di))となるべきである.

[PRADIPA]

[PI.3.1] bh丘vadayo dh云tavah [に関して]

「なぜ,ここ【くb帽V吾di)中]に」 : [くbhuvadi)中の/V/音の存在を

正当化する]文法規則(lak亨ana)がないと考えて, [この] /V/音は如何な

る文法的根拠(nimitta)に基づくのか,と[パタンジャリは]問うている.

「先ず-　とすれば」 :yaNの代置によってiK.は除去されるから・

「またもし非連接(asarhhita)による」 :仮説としてこれは語られている・

しかし[実際には]単一のpada [名詞接辞(sup)あるいは定動詞接辞(ti虫)

で終わる項目]において非連接はない. 「連接は単一のpadaにおいて義務

的である」 (saihhitaikapade nity云)という言明があるから・それゆえ, [非

連接による]提示はまったく不可能であるというこのことをこの[Bh申ya

の言葉は]意図している.

ノート(り

パタンジャリはここでくbh丘vadi)をくbh丘)と　くえdi)の両項目から構成さ

れる複合語(sam云sa) bahuvrihiと解する見地から, /V/音の文法的正当化の困

難さを指摘している.この見地では,くbhuvadi)における/V/音の存在を正当

化する文法規則はない. 1)

「連接」 (sa血hit云)と呼ばれる音連鎖の現象をパーここは次の規則で規定し

ている　P 1. 4. 109 paraせsannikar亨a中sa血hit云「[音の]極度の近接がsarhhit丘

と呼ばれる」. 「連接」はいわゆるsa血dhiの起こる環境である・

佃hv云di)は,昔連鎖くbh丘-adi)の/也/に次のsarhdhi規則を適用するこ

とにより得られる　P6.1.77ikoyanaci 「[連接の領域で(-P6.1.72

sa血hitay豆m)] aC (母音)が後続する時, iKにya甲が代置される」・ /u-

ya甲. P I. 1. 50 sthane 'ntaratamah 「[ひとつの原要素に複数の対置要素の]生

起が想定される時, [原要素に]最も類似した対置要素がある」.yaN[y, v, r, 1]
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- V.なおiK,yaNは同類音(savarna)をも含む.2)

非連接　asa血hit云)による提示の可能性をパタンジャリは音連接くbh由一云di)

に関して述べている.カイヤタはこれを仮説とする(abhyupagamyav云do

'yam).なぜなら複合語においては非連接は認められないからである・したがっ

てパタンジャリの非連接による提示の提案の意図は,非連接による提示がまっ

たく不可能であるという点にあると考えられる.3)

1. 1.2. [BHASYA]

[答]したがって回答を述べる.

ノ

slokav云rttika ab:くbhuv互di)中のこの/V/音は吉祥(maiigala)を目的

として使用されている.4)

師[パーここ]は吉祥を目的として(mangalika)文法規則の大河の

(mahatah s云straughasya)吉祥を目的とする/V/音をオーグメント(agama)

として使用している.書禅をその最初,あるいは中間,あるいは最後にもつ

論者(gえstra)は称賛を得,さらに[そのような論書を学ぶものは]勇者あ

るいは長生者となる.学習者に吉祥がそなわるように,と[オーグメント

!Ⅴ/が使用されている].

[ PRADTpA]

「くbh石V云di)中の」 : [当該の]規則に述べられたくbhuvadi)という語

(sabda)にある,という意味が意図されている.この[V云rttika]におい

ては,表示者(Vえcaka) [であるくbh丘vadi)という語]と結びついている[「V」]

が　<bh丘V五di)中の/V/普,と比喰表現されている. [このくbhuv云di)は語

形(gabdasvarupa)としてのそれであり,そしてそれは]くbh丘V云di)という

語の表示対象(vacya)である.6)

「吉祥(mahgala)を目的として」 : [反]文法的根拠が問われているの
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に目的を語ることは不合理である. [答]このような誤謬はない.目的を語

ることによって文法的根拠もまた語られるから.まさにこのゆえ

に, [くbh丘vadi)という語形の言及は　nip豆tanaであるから,この[語形]

における/v/音はオーグメントとして用いられている.そしてこの[オーグ

メントとしての/V/音]は不正(as丘dhu)ではない.なぜなら,文法学派

(vaiy云karananik云ya)においてはそれは周知されているから.そして[そ

のオーグメントとしての/V/音は不正(as豆dhu)ではないということは]そ

の[/v/音]にとっては書祥が目的であるということから理解される.

実に世間では新しいものの獲得は,凝乳等の獲得のように吉祥を暗示する

(S丘cayati).そのようにこの場合もオーグメント/V/音が吉祥の[暗示を]

目的として実現されている.あるいはまた, /v/音がある場合には変化を受

けずにくbh丘)という語が発声される.そしてそのような場合,聖音【くbhur)]

の想起という吉祥が生ずるから, /v/音は間接的に書禅を目的とするものと

して実現されている.

ノート(2)

ここでは,くbh丘vadi)における/V/昔の存在をnip云tanaとして正当化して

いる　nip云tanaとは,ある特定の項目に関してその形成を説明する文法規則

を述べるかわりに,その項目をready-made form (既成形)として直接提示す

ることである.くbhuvadi)は,くbh丘)と　くidi)から構成されるbahuvriであ

るが,この複合語形成においてくbh丘)あるいはく云di)はオーグメント/V/を

付加されている.ところでパーニ二はこのオーグメントル/に関する文法規則を述べて

はいない.しかし,彼はここでそのオーグメント/V/を使用した項目もh丘V云di)を直

接提示し,それを「不規則形」として容認している,と解釈するのである.

「吉祥をその最初,あるいは中間,あるいは最後にもつ論書(i豆stra)」とは,

勿論A亨t云dhy云yiを指している. PI. 1. 1のくVrddhi) (日常語としてこの語は

生長を意埠する),当該規則の/V/音　P8.4.67のくudaya) (上昇)がそれ

ぞれ吉祥を暗示するものと解釈される.7)
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この吉祥(mangala)に関わる議論は,ほぼ同じ形でMbh on vt. 1: siddhe

sabdarthasa血bandhe,およびMbhonvt. 7 adP 1. 1. 1にも兄いだされる.8)

1. 2. 【BH瓦SYA]

[間]さて[くbh丘vadi)において】何のために　くadi)が言及されている

のか.

先ずもし[文法規則中に,あるいは当該の文法規則PI.3. 1に　くdh豆tu)

と呼ばれるべき項目が]読み上げられているとするならば,くadi) (「最初」)

を言及することにはどんな意味もない.なぜなら,彼[パーここ]は他[の

文法規則]においても[項目を]読み上げながら　くadi)を言及していない.

[間]他[の文法規則]においてとは,どの[文法規則]においてか.

[答] [P 1. 2. 7 ] mrdamrdagudhaku亨akligaやadavasa中ktv云(「√崩(「慈

悲深くする」), V mrd (「圧搾する」), Vgudh (「怒る」), I/1両(「抜き取る」),

√妄前(「苛む」), I/石石(「語る」), ～/-石盲(「住む」)に後続する[iT-agama

を有する]接辞Ktv丘はkitである」) [という規則]である.9)

またもし【PI.3.1以外においてくdhえtu)と呼ばれるべき項目が]読み

上げられていないとするならば,なおさら　く云di)を言及することにはどん

な意味もない.なぜなら,読み上げられていない諸項目をく丘di)の言及によっ

て特定することはできないから.

[確定見解]それではこのように[くadi)に関してその無意味性が,ある

いは　tedh云tavah　「それらはくdh云tu)という術語で呼ばれる」)と文法

規則中に言及した項目の後に述べることによって術語規定が]確立される場

合に師[パーここ]がくadi)の言及を[当該規則におuJ、て]なしていると

いうことは,彼が[項目の]く読み山f> (patha)が存在し,かつそのく読

み上げ)は文法規則の外部においてなされている(asti cap云tho b云hyag ca

sutr五t)ということを示唆している,ということである.

[間]このことを示唆することにどんな目的があるのか.

[答]く読み上げ)に基づいてくdh云tu)という術語の[規定]がある(pathena
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dh云tusa血j五五)ということが安当性を持つ.

【 PRADTpA】

「どんな意味もない」 :くbh丘(-V))等の項目を[他の規則中に]読み上

げて[Pl. 3. 1では　bhuv五dayodh豆tav叫Iの代わりに] Itedh云tavah

と述べるべきである.たとえば　P4.1. 174tetadr云j叫のように.

「なおさら--どんな意味もない」 : [項目が]読み上げられている場合

には[クラスの指示という]目的は果たされているから, [く云di)が]使用

される必要はない.一方, [項目が読み上げられて]いない場合には関係

(sa血bandha)がないから[くadi)が使用される必要はない],という意味で

ある.まさにこのゆえに,否定の卓越(prati弓edhaprakar等a)がある[から,

比較級接辞taraPが使用されている].関係がない場合,全く[くadi)の言

及は]なされないというこのことを理解させるために[このように]提示さ

れている.

[それではこのように】 :文法規則中に読み上げられている、局頑,

√頑等[の項目].を完全に尽くした後に(samapya) |tedh云tava叫　と

言うことによって[くdh云tu)の術語規定が]碓立される場合,という意味で

%m

「【項目の]く読み上げ)が存在し」 :これによって関係を持たないという

こと,asa血baddhatva)が排斥される.

「そしてそのく読み上げ)は文法規則の外部においてなされている」 :こ

れによって目的が果たされているということ(gat云rthatva)が排斥される.

「く読み上げ)に基づいて」 : dhえtupathaにおいて読み上げられている項

目だけにくdhatu)という術語が適用される.そして[dh云tupathaにおける]

項目のく読み山f)は挙例(upalaksana)を目的とするものではなく, [dh云t-

upathaに読み上げられているだけの】限定的なものだけを理解せしめるこ

と(iyattapratip云dana)を目的としている.そこ[P 1. 3. 1 ]でもし「<kriy云≫

(ハタラキ)を表示するものがdh云tuである」というこの定義がなされると
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すれば,向avayati | | vattati | n)等の[転化形(apabhra血&)]にもくdh云tu)

という術語が適用されることになろう.またもし文法規則中に読み上げられ

た諸項目の後に　tedh五tav坤t　というように述べれば,その[文法規則中

に】読み上げられていない項目には【くdh云tu)という術語が通用され]ない

ことになろう.それゆえ[bh丘V云dayah [dh豆tavah]　と述べられている.

この【くdh云tu)という術語の適用]においては,文法規則, V豆rttika,

Bh云亨ya, ganapatha (-pratipadikaga甲)において読み上げられている項目

もまた,文法規則の作者(パーここ)等の権威に基づいてdh五tuと認められ

るべきである.

ノート(3)
′

厳密には,パーここの文法学は音素表であるSivasutra,文典A亨t豆dhy豆yl-

(S融rapatha),動詞語根のリスト(dhえtupatha) ,名詞語幹のリスト(ganapatha)

から成る.パーここはA亨!云dhy云yiの諸規則においてリスト中の項目を指示す

る場合,くadi),くprabhrti) (たとえば, P2.4.72),複数語尾(P2.2.38)を

用いている.このうち,当該規則に関連して　く豆di)使用の例を挙げよう.た

とえば,つぎの規則を見よ.

P 1. 1. 27 sarvadlni sarvan五m云ni (「[ganapatha中にリストアップされてい

る]くsarva)をはじめ(adi)とする諸項目は　くsarvan豆man)という術語で

呼ばれる」).12)

この規則はganapatha中のくsarva)ではじまる一群の項目(くsarva)からくkim)

までの29項目)がくsarvan豆man)という術語で呼ばれることを規定している.

すなわちここにおいてパー二二はくadi)を用いるこ~とによって,特定の文法

的特徴を共通に持つ諸項目のクラス(gana)を指示している・

このクラスを指示するために用いられる　く云di)は　4.1.1 (シノプシス)

で議論されるく云di)の持つ二つの意味-vyavasth丘とprak云ra (-s云drSya類

似性) -のうちのvyavasthaを意味する13)vyavasthaとは「前・後」等の相

関的な時間空間的関係の基点のことである. 「前」という場合,何に対して「前」
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なのかが確定されなければならない14)後代の文法家はこのvyavasthaを意味

する　く云di)について,それが表示するところのものは「限定的な基点に相関

する最初のもの」 (niyamen豆vadhis云k豆nksaprathamarupo 'rthah)と説明する15)

ところでパタンジャリは,豆di (最初)そのものの概念を次のように記述して

いる　Mbh ad P 1. 1. 21: yasm云t p丘rvam n豆sti param asti sa adir ity ucyate

(「Xに先立つものがなく,.Xに後続するものがある時,そのXはadi (最初)

とよばれる」). 「このものⅩは最初のものである」という場合, Xは何に関し

て(何のうちで)最初なのか,というように限定的な基点が期待される.そし

て明らかにこの場合基点は, ⅩおよびⅩに後続するものを成員とするひとつの

クラスである.このように　く云di)という語は,基点としてのひとつのクラス

に相関してそのクラスの上記のadi概念にかなった成員に対して適用される,

ということができる.

当該のパタンジャリの議論は,く豆di)という語の適用に際して,基点として

のひと?のクラスを何に求めるべきか,言い換えればそのようなクラスがどこ

において言及されているのかという点に論点がある.

次の規則を見よ.

P4. 1. 174tetadr云j丘り(「それらはくtadr云ja)という術語で呼ばれる」).

この規則における指示代名詞「それら」 (1tel,くtad) N.pi.m.)は,当

該の規則に先行しているP4. 1. 168からP4. 1. 173までの諸規則に言及され

たa由, a甲等のtaddhita接辞を指示している.

さらに次の規則を見よ.

P5. 3. 119丘y云dayas tadr豆j叫(「Nyaをはじめとする諸項目はくtadr云ja)と

いう術語で呼ばれる」).

この規則において「Nyaをはじめとする諸項目」 (紬y云dayah | (く丘yadi))

は, P5.3.112に言及されたNyaからP5.3.118に言及されたyaNまでの

taddhita接辞を指示している.

このように,文法規則中に言及された一連の項目を概括して指示するに際し

ては,パーここはある場合には指示代代名詞を使用し,またある場合にはく云di)
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を使用している.

したがってここにおけるB叫yaのくidi)言及の目的に関する想定反論は,

A号t.云dhy云yl (s加apatha)の学習者がd旭tupathaの存在を知らず・さらに・ `P

5.3. 119におけるようなく云di)の用例を知らないということを前提としている・

さて,くadi)言及に無意味性が結果するであろう場合として次のような場合

が考えられる.

1.当該規則がくbhd)に関する術語規定である場合16)たとえば　PI.2.

7の場合, Gdから√石;までの7項目以外に同様の規定を受け入れる項目

は存在しないから,くidi)の使用はない.すなわちこの場合には,当該規則そ

のものによってクラスの全成員が枚挙されている・

2.当該規則が文法規則中に言及された一連の項目に関する術語規定である

場合・ d臨tupathaの存在を知らない者にとって,当該規則中のq'h丘)はP l・

2. 6 indhibhavatibhy五m caのノ前であり17)それが最初のもの(adi)と考え

られる.ところでもし,パーここが文法規則中に言及した項目だけに関して

くdh五tu)という術語を規定しようと意図したならば　fbhuv云dayodh云tavaい

のかわりにP4.1.174のように　tedh豆tavah| (「それらはくdh云tu)という

術語で呼ばれる」)と,彼は成文化したはずである.そしてこの場合文法規則

中に言及された一連の項目を概括して指示するという機能は指示代名詞1te I

によっても果たされるのに,それを用いずくadi)を使用しているということ

の背後に何か特別のパーここの意図を読み取らなければならない18)すなわ

ち,くidi)を使用することによってパーニニは文法規則外のくbh丘)を含むク

ラスのく読み上-f>　-dh云tupatha-　の存在を示唆している,と理解しな

ければならない.

「読み上げられていない諸項目をくadi)の言及によって特定することはで

きない」とは, Xに関してくadi)を使用する場合,そのXに相関するⅩおよ

びXに後続するものを成員とするクラスが存在しないために,そのクラスが捉

えられないということである.カイヤタが述べる「関係」 (sa血bandha)とは,

上記のXとXを含むクラスとの関係であろう.
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「読み上げは文法規則の外部においてなされている」 (bahyaS ca sutrえー)に

おける「文法規則」 (sutra)は,当該の文法規則Pl.3.1と文法規則一般

(sutrapatha)のいずれをも指し得る・前者の場合にはくadi)言及は文法規則

中に言及されたクラスであろうとdh云tupathaであろうと,当該の文法規則外

に諸項目の言及があることを知らしめる.一方,後者の場合には,文法規則外

の項E]言及-dh丘tupatha-　の存在を知らしめる・カイヤタが上記2の観点

からパタンジャリ0).くadi)言及の正当化の議論を説明しているのは・パタンジャ

リがくidi)言及による一義的なdh云tupatha示唆を意図していると解している

からに他ならない19)

このように　bhuv云daya申(「くbh丘)をはじめとする諸項目」)はdh丘tu-

patha中にリストアップされている諸項目であるということが確立される・

くbh丘)に対するくadi)の適用は,くbh丘)および他h丘)に後続する項目を成

員とするdh云tupathaというクラスに相関している・

ところでカイヤタはdh云tupathaをakrtigana (オープンリスト: type listing)

とは見なしていない.しかしながらdh豆tupatha中に言及されていない項目で

文法的にdh豆tuと見なされるべき項目が存在する.たとえば　P3.1.29の

ノ下, V云rttikaadP3. 1. 35の√両20) P3. 1.27の、屈0両[こ

れはpratipadikaである]等である・彼はこれらのdhatuとしての正当化を三

賢人(trimuni)の権威によって解決している.ナ-ゲ-シャはこれらのdh云t品

としての安当性をこれらの項目が1dh豆toh| (P3. 1.22)の支配下に関連の

文法規則で文法操作の適用対象として言及されているという事実に求め,さ・ら

に興味深いことには, dh云tupatha伝承上の項目の脱落の可能性に触れてVJヽ`

る21)

1.3.

1. 3. 1. [BHASYA]

vt. 1 :く読み上げ)に基づいてくdhatu)という術語の【規定]がある場合,

同形語(sam冨na台abda)の察止がある.
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く読み上げ)に基づいて　くdh云tu)という術語の[規定]がある場合,同形

語の禁止が云われるべきである.

くy云)というdh云tuがあり, ty云t　という[女性接辞] [T]えPで終わる項

目がある.くva)というdh豆tuがあり,くV云)というnip云taがある.くnu)と

いうdh云tuがあり,くnu)というpratyayaあるいはnip云taがある.くdiv)と

いうdhatuがあり,くdiv)というpr云tipadikaがある.

[PRADIPA]

「同形語(samana卓abda)の」 :同一の語形を有し(samanasruti),望

ましい語形と対立する(i亨taviparita), ≪kriy豆>・を表示しない(akriy云vein)

項目の,という意味である.

ノート(4)

「望ましい語形と対立する　astaviparita)」というカイヤタの言明をナ-ゲ-

シャは次のように説明している. Uddyota: prayogasth云n云血ganapathitebhyo

bhinnatvena sam云naSrutitvenaiva karyasya vaktavyatv云t (「実際の言語使用に

あるものは, Ldhえtuの]リスト中に読み上げられるものと異なり,したがっ

てまさに語形の同一性に基づいて文法操作が述べられるべきだから」). dh云tu-

pathaの領域の外にあるものとして実際の言語使用にあるものが考慮される,

という点に留意さるべきである.すなわち, dh云tupathaにおいて発声される

くbh丘)と今lbhavati　の派生を目指して発声されるそれとは,厳密にはそ

の発声の物理的諸条件に制約されてまったく「同一のもの」とは言い杜い.普

連鎖のパターン化によって両者の同定が可能な場合,同形性だけに基づけばこ

のV云rttikaの言明によって現今のくbh血)にdh云tusa血j丘豆の適用はなし得ない.

したがってその術語規定に基づく文法操作の適用は不可能であるから望ましい

語形(i亨ta-lak亨ya,正語)としての　bhavatilを得ることができない・し

かし実際には,現今のこのくbh丘)は望ましい語形と対立するものではないか

ら,同形語であってもそれに対してdh云tusa血j五五が適用されるのである22)
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1.3. 1. 1. [BH元SYA]

[間]これら[の非dh丘tu項目]にもまたくdh云tu)という術語が適用され

るとすれば,どういうことになるのか.

[苔] P3.1.91dh云tobの[支配下にあるP3. 1. 96によって,これら

の非dhえtu項目の後に]くtavyaT)等[のk!t接辞]が生起することになろう・

[誤謬回避]このような誤謬はない. [Pl. 3.96によっては] S豆dhana23)

の領域において[生起する]くtavyaT)等が規定されている・そして,

sadhanaは<kriy云≫ (ハタラキ)と関係する・・ ≪kriy豆≫がないことから

S云dhanaはない.I sadhanaがないことから, [これらの非dh丘tu項E日ま]た

とえくdh豆tu)という術語を有するものであっても, [これらの後に]くtavyaT)

等は起こらないであろう.

[PRADIPA]

「くtavyaT)等【のkrt接辞]が」　diva血paSyal (「空を見よ」)にお

いて外的な[見るという] <kriy豆≫に相関するkarman (く目的))が表示さ

るべき時,_-目的格語尾(dvitiy云,〈am))が[くdiv)の後に]生起するのとまっ

たく同じような仕方でくtavyaT*)等[のkrt接辞]も[非dh云tu項目の後に]

生起すべきである,という意味である.

「S云dhanaの顎域において」 :内的な(antaranga) dh云tuによって表示

される<kriy云≫に相関するS云dhana [が表示されるべき時]にその適用機

会を有する(S豆vak云ia)くtavyaT)等[のkft接辞]は,外的な<kriy云≫に

相関するS云dhana [が表示されるべき時]には生起しない,という意味であ

る.

P 3. 4. 65 Sakadhr亨aj丘鞄Iaghatarabhalabhakramasaharh云styarthesu turn-

un24)によるsv豆rthika接辞であるtumUNもまた[非dh云tu項目の後には]

生起しないであろう.なぜなら[そのようなtumUNで終わる項目は]実際

の言語使用の場において兄いだされないから(anabhidh云nat). 25)
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ノート(5)

くtavyaT)のdhatu項目の後への導入は次の規則によって規定されている・

P 3. 1. 96 tavyattavy云nlyarah (「[dh云tuの後に(-P 3. 1. 91 )] tavyaT,

tavya, anlyaRが導入される. [そしてこれらの接辞はくkr【ya)という術語を

有する(-P3. 1.95)]」 26)

さらに,くtavyaT)の表示する意味について次の規則が考慮される・

P 3. 4. 70 tayor eva krtyaktakhalarth坤(「krtya接辞　Kta, KHaLの意味を

もつ接辞はそれら両者[karmanと≪bh云va≫ (ハタラキ) (-P3..4. 69)]だ

けが[表示されるべき時]導入される」).27)

次の文を見よ.

kartavy坤kato bhavat豆l 「マットが君によって作られるべきである・」

[(～/萄+tavyaT) +sU　くkata) +sU　くbhavatU) +T云]

この文の意味構造を分析すれば,あるものXに関して,そのXはマットであ

り,さらにそのXは「君」をkartr (く動作主))とする「為す」という≪kriy云>

(√后の表示対象)のkarmanである,と言うことができる・今　karmanを

表示するくtavyaT)導入の条件は次のとおりである・ ①それが添加される基

体はくdh云tu)と呼ばれる項目である. [/kr] ② ≪kriy云≫が存在すること・

[「為す」 (karotikriyえ)] ③ ②に相関してそれを実現するk云rakaが存在する

こと. [karrnan: kartrはここでは考慮しない. kartrはq云) (具格単数語尾)

の表示対象である. Cf. P2. 3. 18] ㊨ ②の<kriy豆≫はそれが添加される基体

が表示すること. [内的ハタラキ(antararigakriy云)]

ここで,文　divampaSya| [くdiv)+am屈+LOT]の派生について考

えてみよう.くdiv) (「空」)はpr云tipadikaであり,したがってP4.1.2によ

りこの項目の後に名詞接辞一般(sup)が導入され,さらにこの名詞接辞一般

がP2. 3. 2 kamani dvitly云(「karmanが[表示されるべき時],目的格語尾が

導入される」),およびPl.4.22により　くam)に特定される.この場合, kar-

manを表示するくam)導入の条件は次のとおりである. ①'それが添加され

る基体はpratipadikaと呼ばれ.る項目である・ [くdiv):pratipadikaと呼ばれる項
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日は一般には<kriy云≫を表示しない] ②'≪kriy豆≫が存在すること. [「見る」

(darSanakriy豆)] ③'l@'に相関してそれを実現するk豆rakaが存在すること.

[karman] ④'②'の≪kriy云≫はそれが添加される基体とは異なる項目が表示

すること. [外的ハタラキ(bahyakriy豆)]

パタンジャリが指摘する非dh云tu項目におけるくtavyaT)の生起は次のよう

に説明し得よう. <kriy云≫を表示しないある項目Ⅹにdh云tupatha中に言及さ

れた項目との同形性に基づいてdh云tusa血j丘丘が適用されるとしよう.ところ

で今　diva血paSya　において≪kriy豆≫を表示しない項目　くdiv)にkarman

を表示する接辞くam)が導入されているのを見る.さて,その意味構造にお

いて①'一一③'が∝tavya)にも兄いだされるとするならば,その限りにおい

てくdiv)においてkarmanを表示する　くam)が導入される場合と同様に,そ

のXにkarmanを表示する　くtavyaT)が導入されることは避けられない.勿論

この想定反論は,条件①一一一④'の相違に目をつむる限りで有効である.したがっ

てこのくtavyaT)帰謬は④一一一④'の相違の指摘によって回避される.

P3. 4. 65は、/覇正,、伺両, ～/1布石両, ～/南, √諭Iabh,√扇,

√扇首,および、局の意味をもつdh云tuが共起項目(upapada)である場合,

dh云tuにkrt接辞くtumUN)が導入される,ということを述べている.この規

則はたとえば　saknotibhoktuml (「彼は食べることができる」) [√覇正+

LAT　伺+tumUN]という文における1bhoktum　の派生を説明する.

ところでパタンジャリは　Mbhad P3.4.9　において　くtumUN)はsv豆rthi-

kapratyayaであり,それが表示する意味はsv云rthaである<bhえva> (ハタラキ)

であることを言明している. sv豆rthaとは当該の接辞が添加されるところの基

体の表示する意味である28)したがってこの≪bh云va≫はdh丘tuの意味である

<kriy云>に他ならない.

ところでsv豆rthikapratyayaにとってP 2. 3. 2による目的格語尾の導入の場

合のようには,意味はその導入の条件とならない.今,非dh云tu項目Xを含む

SaknotiXtum　という文の派生について考えてみよう. xにその同形性に

よりdh豆tusamj丘豆が通用されるとしよう.この場合,このXの共起項目とし
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て、屈があるということだけからXに接辞くtumUN)が導入されることは

避けられない.なぜならP3.4.65は意味を接辞くtumUN)導入の条件とし

ていないからである.こうしてわれわれは　Xtum　についてその文法性を

受容しなければならない.したがってこの項目の派生を回避する基準は言語の

実際的使用の場に求められる.たとえIXtumlという語形は「文法的」であ

るとしても1Xtum　という用法は言語の実際的使用の場に兄いだされない

(anabhidh豆na)から,それは認容されない,というように.

注

1 ) Cf. Ny云sa, pp. 390-391: bhur adir ye与えm iti bahuvrihau krte, adiSabde parato yadi

samhitay云nirde叫tada iko yan aci iti ya申deSe krte bhv云daya中iti bhavitavyara,

athasa血hitayえnirdeSas tadえbhd云daya iti, tat kuto 'yam vak云ro yasmin sati bh丘V云I

daya iti nirdeSo bhavati.

2 ) Cf. P 1. 1. 69 anudit savari甲sya c云pratyayaも・

3)カイヤタが引用している言明はバルトリバリに帰せられる次の詩項の一部である・

Cf. Uddyota: sa血hitaikapade nity豆nityえdh云tupasargayoh/ nity云sam豆se vakye tu s豆

vivak:弾m apeksate // (「連接は単一のpadaにおいて義務的であり・ dh云tuとupasarga
の間において義務的であり,複合語において義務的である.しかしそれは文において

は話者の意図に依存する」).

ナーゲ-シャは音連鎖くbhu一五di)における非連接の不可能性に関して,この詩頃

におけるくpada)が意味するものは, akhandapada (複数のpada (Pl. 4. 14 supti-

nantaihpadam)に分解され得ないもの)であり, ~Lf=Jがってこの連鎖における非連

接の不可能性は複合語の観点から述べられるべきであると述べる・彼はその理由を連

接は複合語(P2.1.4)においては義務的であり,一方重複代置(P8.1.1)におい

ては任意であるという点に求めている. Cf. BM ad SKon P8. 4. 18: akhandatva血ca

padabhinnottarakhandakatvam (pada以外の後続部分を有するもの) 【 Irajiyatil -
° °ノ

<r云jan+am+KyaC+Sap+tiP> :くr云jan+am) -pada].

4 ) Cf. K誠k豆I ad P 1. 3. 1: bhuv云din豆m vak豆ro 'ya血maiigal丘rthah prayujyate/ bh凸・

vo v云rtham vadantlti bhvarth豆V云V云dayah smrt云h//

5)くmangalika)の派生は　P5. 1. 109prayojanam (「Xを目的とするものという意味

で, Xを意味する主格形の後に!ha由が導入される[-P5. 1. 104,5. 1. 108]」)に基

づき,くmangalaprayojana) (「それの目的が吉祥であるもの」)と等価である1

6)請(Sabda)にとって語形(Sabdasvarupa)もまたその表示対象(vacya)である・

Cf. VPIII-3, k. 1.現に発声される/v/普(実現される/v/普)に吉祥を暗示する能

力がある.
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7) Cf. Ny豆sa, p.391.

8)書禅とは,ある種のdharmaである. Cf. Uddyota: maiigala血n五ma dharmah.この

dharmaの概念については,針異邦生rマバーハーシュヤ第-日課(PaspaS五・五hnika)

とタン,トラヴアールッテイカ」 (「哲学年報」第34輯)を参照のこと.また,凝乳の獲

得が吉祥を暗示するということについては, P. V. Kane: History ofDharmaS云tra,

Vol. V, part. 1, p. 366, 621を参照せよ.

9)この規則におけるdh云tu提示はdh五tupatha中の指標辞(anubandha) /a/付きの語

形の直接的提示である.この/a/はPl.3.2により　くit)であり,その文法操作上の

目的は例えば, Pl.3. 12の通用機会を与えることである.

10) 「挙例(upalak至ana)」 Cf. B豆Iamanoram云on SK ad P 8. 4. 18: upalak亨anam lti

pradarsanamatram lty arthah.

ll)はnavayatil -　はj丘apayatiI, lvattatiI - IvarttayatiI

12)複合語　くsarv豆di〉　は　くsarva)と　く云di)から構成されるbahuvrihiである. Cf.

KaSik豆I : sarvaSabdah adir ye与えm tanlm豆m sarv云dlni sarvan云masa血j員云ni bhavanti.

13) Cf. Uddyota: na ca prak云ravacy apy adiSabdo drミta iti katharh j丘apakatvam,

vyavasthav豆cy豆diSabdasya prasiddhataratv豆d lti bh云vah.

14) Cf. SK on P 1. 1. 34: sv云bhidey云pek亨云vadhiniyamo vyavasth豆(「[「前」 「後」といっ

た]自己の表示対象によって期待される基点の限定がvyavasth丘である」).

15) KaSik云IIonVbhS adk. 9.

16) Cf. Ratnaprak豆Sa IV, p. 135, ll. 1-5: yadi t云vat pathyanta iti. prakrtasutra iti £e亨aり・

yady api pratyak亨e甲Iva prakrtas融re bh丘bhinn云n云血path豆bh云vo nirniyate, tat坤py

云disabdop豆d云nasyapi tatp云!h云bh云ve hhgatvara yujyata iti s丘cayitum evam uktam. atha

na pathyanta lti. etatsutr云d anyatreti Sesah. natar豆m in. prakrtasutre bhvadipathe

'pathit云n云血kes云mat samgrah云rtham adigrahana血katha血cit sa血bhavati. etatsutr豆d

bams tatpath豆bh豆ve tv adiSabdasyatyant豆narthakyam iti s丘cayitu血tarap prayukt坤・

17)この規則におけるdh云tu提示は接辞iK, StiPの添加による. Cf.vt.2adP3. 3.

108: ik`tipau dh云tunirdege.くbh丘) +岳ap+云tiP-　bhavati ]

18) Uddyota: p丘rvapaksl bahirganapatham na jえnaty evetlndhibhavatibhy云血cetisutras-

thath bhavatim adim manyata lti tarn praty豆ha siddh云ntl- yadi t五vatam eva dh云tut-

vam l至t.a血sy云t tarhi te dh豆tava lty eva vaded lty云digrahana血j丘apakam iti bh豆vah.

19) Cf. Uddyota: yady api te iti pathe 'pi patha加Iaiva sam軸tathapi pathavige至amu-

latvajnapanam j丘云pakaphalam ( 「Ll bh丘V云daya叫　の代りに] I te　と述べても,

[くdh豆tu)という]術語[の規定は】 [項目の]く読み上げ)に基づくものに他ならな

い.しかし【くdh云tu)という術語の規定は]特」のく読み上げ)に基づくものである

ということを示唆するのが[く豆di)による]示唆の目的である」).

20) Uddyota: anek云jgrahanam culump云dyartham iti v豆rttikam. Mahabh云!yaにはこの形

のV豆rttikaは兄いだされない. Cf. Mbh ad P 3. 1. 35: eva血tarhi k云sy anekえca lti

vaktavyara, ki血prayojanam, culamp云dyartham.
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21) Cf. Uddyota: dh云tvadhik豆ravihitak云ryodde`yatえkaranarupam tatpr五m坤yam. tena

ca p丘rva血dh豆tupathe pathit云n云m id豆nlm pathabhra血io 'numlyate. dh云tupathaが

akrtiganaかpanganana　完全枚挙)かをめぐる, dh豆tupatha中のくvrt>の位置付け

の問題およびdh云tupatha中の言明(ganasutra) '. bahulam etan nidarSanamの解釈上

の問題に関しては次の文献を参照せよ. G.B. Palsule: The Sanskrit Dh五tupatha. A

Critical Study. University of Poona. Poona, 1961.臥b叫yak云ra (バタンジャリ)の

権威に基づく正当化は、届√石正に関して見られる　Cf. Pradlpaon MbhadP7. 1.

95(vt.8).

22)アンナムバッタ(Annambhatta)は,カイヤタのこの言明は, dh豆tupatha中の同形

~語,たとえばV7-i甲, i由, iKに対するV云rttika lの適用除外を意図していると解する・

iN等の三項目はすべて望ましい語形と対立するものではない　UddyotanaIV, p.

132, ll. 1-2: eva血sati ininigadln五m api mr豆S坤syat, ata五ha-isteti.

23)くS五dhana)はくk丘raka)と同義であり, <kriy豆>を実現せしめる効力を有するもの

を意味する. Cf. Mbh on vt. 1 ad P 1. 4. 23: s豆dhakam nirvartaka血k云rakasa血j丘a血

bhavati.

24)くgaka)くkrama)等は発声平易化(ucc云ra坤tha)の/a/が添加された形でのdh豆tu

提示である・ dh五tupatha中では屈L 、届Uと提示・

25) anabhidh云naについてはS.D. Joshi-J. A. F. Roodbergen: Pata丘jali's Vy豆karana-

Mah豆bh申ya (Avyaylbh云vatatpurus豆hnika), Poona, 1969, viiを見よ・

26)くtavyaT)およびくaniyaR)の指標辞(anubandha)T,Rは共にアクセント規則P

6. 1. 185,P6. 1.217の通用を指示する.

27) krtya接辞が命令,必然性等の意味をもその導入条件とすることについては, P3.3.

163, 169, 171, 172を見よ.

28) Cf. Paribh云senduSekhara 122: anirdi亨!豆rth坤pratyay豆せsv云rthe (「その意味が提示さ

れていない接辞は自己に対する基体の意味を表示する」). sv豆rtha ity asya svTyaprakr-

tyartha lty arthah.

尚, dh豆tuに添加される接辞tiN, krtによって表示される<bh云va>には二つの相-

siddharupa (実現された相)とS云dhyarupa (実現されるべき相) -があり,前者の相

をもつ<bh云va>は「外的なもの」 (bahya),後者の相をもつ<bhえva>は「内的なもの」

(云bhyantara)として相互に区別される.くtumUN)くtavyaf)の表示する<bh豆va>は

後者の<bh云va>であり,前者のそれはたとえばくGHa由)I 【P3. 3. 18]の表示対象と

しての<bh豆va>である. Cf. VP III-8, kk. 47-48. Mbh on vt. 1 ad P 3. 4. 67.

<bh豆va>を表示するくtavyaT>が非dh云tu項目に結果しないこともこれより説明さ

れる.すなわち,くtavyaT)の場合,それが表示する<bh云va>は基体の意味に他なら

ないからである. <bh豆va>-<kriy云>を表示しない項目を基体としてそれにくtavyaT)

が添加されることがないことは明白である. Cf. Uddyota: bh云きye S云dhana iti bh云vo・

palak至a甲血bodhyam.
(未完)

(イイド哲学助手)
/
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A STUDY OF THE MAHABHASYA
ADP1.3.1(1)

Hideyo OGAWA

This paper consists of a Japanese translation of Patanjali's Mahabhasya

ad P 1. 3. 1 bhuvadayo dhatavah and the Prodipa,,a commentary on it by

Kaiyata, together with a brief exposition of my own.

P 1. 3. 1 is the rule by which the items bhu etc., listed in an appendix cal-

led the dhatupatha are termed dhatu, "verbal roots." In his discussion of P 1.

3. 1, Patanjali is mainly concerned with the question how a dhatu is to be de-

fined semantically. The central feature of Paninlya semantics is the conception

of the core of any sentence as an action, denoted by a dhatu, and qualified as

being brought about by different participants (karaka). In this respect, Patan-

jali's semantic thought on a dhatu is of impartance, because it had great influ-

ence on the development of Paninlya semantics from Bhartrhari to Nages"a.

The following is a synopsis of the portions of the Mahabhasya ad P 1. 3. 1

translated and studied in this paper.

1. Interpretation of bhuvddi I: <bhu+v+adi>

1. 1. Purpose of the use of the leter v.

1. 1. 1. Non-grammaticality of the form bhiivadi pointed out.

1. 1. 2. Justification of bhuvadi: v is an augment with an auspicious

value. [Slokavarttika ab]

1. 2. Purpose of the word adi: Indication of the dhatupatha.

1. 3. Difficulties derived from the assignment of the term dhatu on the

basis of the dhatupatha.
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1. 3. 1. Prohibition of homonymous items, [vt. 1]

1. 3. 1. 1. Occurrence of the affixes tavyaT, etc.after non-verbal roots.




